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研究成果の概要（和文）：本研究は、近世文書原本の料紙について、物理的な計測及び繊維の顕微鏡観察によっ
てその紙種の紙質を究明し、中世文書のそれからの系譜を具体的に検証し、中国大陸・朝鮮半島の文書からの影
響をも確認することによって、近世文書料紙の特徴を実証的に明らかにするとともに、近世史料学の中に料紙論
を本格的に位置づけようとするものである。このため、本研究では①近世文書の原本調査、②古文書料紙復元実
験、③近世文書料紙に関する文献調査と中世文書料紙研究の成果との比較研究、④東アジア製紙技術や中近世中
国・朝鮮の古文書料紙からの影響の検討などを行った。

研究成果の概要（英文）：Project aims are to identify the characteristics of the document papers used
 in early modern period and clarify the actual positon of paper theory. Those have been done by 
investigating the original document paper quality with physical measurement and by fiber observation
 with microscope, verifying the genealogy to the medieval document and confirming the influence from
 documents of Chinese continent and Korean peninsula.
This project research consists of the following four studies: 1. Original documents investigation of
 early modern documents, 2. Restorative experiment of ancient documents, 3. Comparative study 
between reference materials survey on early modern document paper and verification results of 
medieval document, 4. Examination of influence from paper manufacturing technology of East Asia, 
ancient documents papers from China and Korea from the medieval through early modern period.

研究分野：日本中・近世史、日本古文書学

キーワード： 日本史　近世古文書学　文書料紙　形態　紙質　東アジア　系譜論　中世古文書学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
(1)	近世文書料紙研究の現状	
本研究の開始以前において、近世文書の形

態及び料紙の特質に関して最も先端的と看
做すことのできる研究は、大藤修の「近世文
書論序説―近世文書の特質とその歴史的背
景についての素描―」（『史料館研究紀要』第
22・23 号、1991・1992 年）であった。大藤
によれば、近世においては、村・町を媒介と
した文書による統治、官僚制的な統治機構の
整備と執務の文書主義、商品貨幣経済の発展
による文書主義の社会への浸透を歴史的背
景として、文書の作成量が中世とは比較にな
らないほど飛躍的に増加するという。これに
ともない、和紙の大量生産が行われ、文書料
紙の実用化・簡便化が進み、近世文書料紙の
小型化と薄様化が起こったが、このような傾
向の対極として、徳川将軍の権威誇示のため
の発給文書料紙の大型化と厚様化も起こる
とする。大藤の近世文書料紙論は、18 紙種を
数え上げた極めて詳細なものであった。	
	
(2)	文書原本の紙質調査の必要性	
大藤の研究は極めて詳細なものではあっ

たが、挙げられた紙種名の根拠は文献史料の
みに拠ったものであり、紙質の説明や、中世
から近世への文書料紙の系譜を考えた際、文
書料紙の実態に沿わない部分が看取される
ものであった。つまり、大藤の研究では、近
世文書料紙原本の紙質調査に基づいた実証
にまでは至れていなかったということにな
る。そこで、大藤の近世文書料紙論を実態に
即したものにするためにも、文書原本の紙質
について、科学的な観察と測定による検証が
必要であると考えるに至ったのである。	
研究代表者の本多は、中世文書料紙科研に

研究協力者として参加し、従来の料紙研究で
は行われたことのなかった古文書原本の料
紙の縦横寸法・厚さ・重量・簀目・糸目・板
目・刷毛目・紗目等の物理的計測、繊維束・
漉き斑・塡料・不純物・繊維の太さ・密度の
光学的観察等、新しい料紙研究の方法を学ん
だ。そして、この方法の近世大名発給文書の
料紙研究においてその応用を既に試みてい
たが、この分野は大藤もほとんど未着手であ
り、その全容解明だけでもかなりの時間を要
するものであった。このほか、大藤の研究で
は重点から外れている町方文書や公家・寺社
文書の料紙をも射程に入れた、近世文書全体
にわたる料紙についての共同研究を行う必
要性があったのである。	
 
２．研究の目的 
	 近世文書の料紙には多様な紙種があり、文
書の用途によって細かく使い分けられたこと
が既に明らかにされている。しかし、それら
多様な料紙についての、具体的な紙質にまで
立ち入った実証的解明には至っておらず、ま
た、中世文書料紙からの系譜についても首肯
し得る説明を得ることはできていない。本研

究では近世文書原本の料紙について、物理的
な計測及び繊維の顕微鏡観察によってその紙
種の紙質を究明し、中世文書のそれからの系
譜を具体的に検証し、中国大陸・朝鮮半島の
文書からの影響をも確認することによって、
近世文書料紙の特徴を実証的に明らかにする
とともに、近世史料学の中に料紙論を本格的
に位置づけることを目指した。 
	 このような目的を達成するために、本研究
では次の４点を柱として調査・検討を進めた。 
(1)	近世文書の原本調査	
(2)	古文書料紙復元実験	
(3)	近世文書料紙に関する文献調査と中世

文書料紙研究の成果との比較研究	
(4)	東アジア製紙技術や中近世中国・朝鮮の

古文書料紙からの影響の検討	
 
３．研究の方法 
(1)	研究方法の系譜	
	 本研究は、平成４－６年度科学研究費補助
金総合研究Ａ「古文書料紙原本にみる地域的
特質・時代的変遷に関する基礎的研究」（代
表：富田正弘）、平成 14―16 年度基盤研究Ａ
「禅宗寺院文書の古文書学的研究―宗教史
と史料論のはざま―」（代表：保立道久）、平
成 15―19 年度基盤研究Ａ「紙素材文化財（文
書・典籍・聖教・絵図）の年代推定に関する
基礎的研究」（代表：富田正弘）、平成 20―23
年度基盤研究Ａ「東国地域及び東アジア諸国
における前近代文書等の形態・料紙に関する
基礎的研究」（代表：山本隆志）等の共同研
究において新たに開発・確立され、中世文書
料紙調査方法として成果を上げてきた、古文
書料紙の非破壊調査の方法論を継承し、近世
文書料紙研究に及ぼしていくものである。調
査方法としては、古文書原本の物理的計測及
び光学的観察を中心としている。	
	 なお、研究分担者の小島浩之はこの調査方
法を、次のような観点から文書料紙の非破壊
調査方法論の１つの到達点と評価する。	
①	ごく一部の専門家の判定に依拠せざるを
得なかった料紙の分析・判定において、
第三者による客観的な評価や再検証が可
能となることを志向している点	

②	紙のミクロな分析が研究の最終目的では
なく、歴史学研究ないしは資料保存のた
めの一手段として、料紙調査を位置づけ
ている点	

③	既存の古文書学各論（様式論、形態論、
機能論、伝来論など）との整合性を踏ま
えている点	

④	抄紙技術の観点からの分析を怠っていな
い点	

（天野真志・冨善一敏・小島浩之「近世商家
文書の料紙分析試論	―武蔵国江戸日本橋白
木屋大村家文書を例として―」『東京大学経
済学部資料室年報』第 7号、2017 年）	
	
(2)	研究の具体的な方法	
①	物理的計測	



	 文書料紙の縦横寸法・厚さの平均値・重量
を計測して計算によって密度を求める。これ
は、近代製紙技術研究で既に採用されている
やり方であり、楮紙・椏紙・斐紙などの区別
や打紙の度合いなどを見分けるのに有効で
ある。また、簀目の 1寸あたりの本数や目立
ち具合、糸目の間隔と目立ち具合、紙表面の
板目・刷毛目・紗目の目立ち具合、漉斑・繊
維束・繊維留・異物の混入・風合等を計測・
観察することによって、その料紙の製法や品
質を判定する。	
	
②	光学的観察	
	 透過光による顕微鏡（倍率 100 倍）観察に
より、繊維の太さ、非繊維物質の残存度、填
料（米粉・白土など）の有無、繊維の切断の
有無、繊維の流れ具合、繊維の詰まり具合、
墨付き繊維の有無などを観察し、楮紙・椏
紙・斐紙・再生紙などの別や打紙の度合いを
再確認し、さらに細かく紙の種類を特定して
いく。なお、顕微鏡用デジタルカメラで繊維
画像を撮影し、再確認や検証の可能性を担保
した。	
	
以上のような科学的方法による近世文書料
紙の網羅的な調査は従来の研究には存在せ
ず、今回が初めての、極めて画期的な試みで
あった。	
	
４．研究成果	
(1)	近世文書の原本調査	
	 上杉家文書（米沢市上杉博物館）や山内家
文書（土佐山内家宝物資料館[調査当時]）な
どの近世大名家文書や、加賀藩・福井藩・岡
山藩などの藩士家伝来家文書（金沢市立玉川
図書館近世史料館・前田土佐守家史料館・福
井市立郷土歴史博物館・越前市中央図書館・
岡山県立博物館・岡山県立記録資料館など）
などの武家文書、萩原子爵家文書(東大史料
編纂所寄託)などの朝廷・社家関係文書、武
蔵国江戸日本橋白木屋文書（東京大学経済学
図書館）などの町方文書などの文書原本によ
る料紙調査を実施し、縦横寸法・厚さ・重量・
簀目・糸目・板目・刷毛目・紗目等の物理的
計測データや、繊維束・漉き斑・塡料・不純
物・繊維の太さ・密度等の光学的観察データ
および画像データを採取した。これらの成果
については、論文などで既に発表されたもの
もあり、それらは後掲の「５.主な発表論文
等」に示した。また、山内家文書調査につい
ては、地元の高い関心もあり、高知新聞社の
取材を受け、高知県内で報道された（高知新
聞：2013 年 8 月 16 日 12 面）。	
	 広範な調査の結果、身分による料紙の使い
分けを検出し、それを具体的に実証すること
ができた意義は大きい。例えば、朝廷の院と
女院の女房奉書には料紙の使い分けが存在
していることが確認できた。また、多くの藩
においては、徳川将軍家の発給文書に使用す
る大高檀紙のような料紙の使用は避けられ

たようである。これらは、文書発信者の身分
によって、料紙の使用秩序のようなものが形
成されていたことを意味している。また、加
賀藩前田家の発給する知行宛行状と、分家で
ある富山・大聖寺藩前田家の発給するそれと
では料紙や形態があり、これらは総じて、発
給者側の身分による使い分けと言える。一方、
福井藩知行宛行状については、受給者の藩内
身分による料紙などの使い分けという事例
も検出された。差出書の記し方や用字・用語
にこのようなものが投影されることはこれ
までも知られていたが、受給者の身分による
料紙の使い分けは新知見であり、今後の調査
では留意すべき重要な視点となった。いずれ
にせよ、文書料紙に近世社会における身分秩
序が投影されていることが確認できたこと
により、文書料紙研究の近世史研究への有用
性を立証することができた。	
	
(2)	古文書料紙復元実験	
	 古文書料紙復元実験は、近世文書料紙調査
によって推定した文書料紙制作方法の検証
を、復元制作によって確かめる実験である。
本研究では、こうした抄紙実験の実施が可能
な我が国でも稀有な施設である高知県立紙
産業技術センターにおいて、次のような実験
を実施した。	
①	大高檀紙・細皺付奉書紙の皺付け・乾燥	
	 料紙の表面に独特の皺が刻まれている大
高檀紙と細皺付奉書紙の制作実験を行い、皺
の付け方（a.簀の痕のまま、b.紙床からの剥
ぎ返しによる人工的な皺付け）や干し方（a.
枠張り干し、b.吊り干し、c.板干し、d.縄干
し）による紙の仕上がり具合の違いについて
確認作業を行った。	
②	仙台藩知行宛行状文書料紙の復元実験	
	 東京大学経済学部資料室所蔵の仙台藩知
行宛行状２通の文書料紙調査を行い、その調
査データに近い紙質の料紙の復元を目指し、
２度の制作実験を行った。最初の実験につい
ては、小島浩之・森脇優紀・本多俊彦「研究
ノート：近世雁皮『複層紙』の復元実験研究」
（『東京大学経済学部資料室年報』第 6 号）
にて既に報告している。雁皮の「複層紙」で
ある当該文書原本とそれを意識して制作さ
れた復元紙とでは、密度の数値や塡料である
米粉の見え方に大きな差があり、原料処理や
乾燥方法などに現代の抄紙技術との違いの
ある可能性を見出すことができた。	
	 なお、本実験については、実験に協力いた
だいた高知県立紙産業技術センターの地
元・いの町（高知県吾川郡）が近世から知ら
れる紙漉きの町であることもあって地域の
高い関心を呼び、高知新聞社や地元テレビ局
の取材を受け、高知県内で報道された。	
（高知新聞 2016 年 9 月 3 日 25 面[地域１]	
https://www.kochinews.co.jp/article/	
46666/）	

③	三椏紙・宿紙・亜麻(リネン)紙制作実験	
	 三椏紙・宿紙・リネン紙の抄紙方法を確認



するため、制作実験を行なった。なお、リネ
ン紙の抄紙実験については、小島浩之・森脇
優紀「報告：リネン紙復元実験の試み」（『東
京大学経済学部資料室年報』第 7号）にて既
に報告している。	
	
(3)	近世文書料紙に関する文献調査と中世

文書料紙研究の成果との比較研究	
	 近世文書料紙に関する文献調査の成果と
して、研究分担者の高島晶彦が「江戸時代の
紙漉き技術について	外国人から見た日本の
紙漉き」（『東京大学経済学部資料室年報』第
7 号）を発表した。抄紙技術についてはこれ
まで、国内文献を中心とした検討が行われ、
来日外国人の記録資料の検討は盛んではな
かった。本研究で行ったような紙漉き実験を
体験し、抄紙体験に即した文献の検討という
ことも、これまでの研究ではあまり取り組ま
れてこなかった。高島論文はそのような点を
融合させた論文であり、今後の文書料紙研究
における抄紙技術への視覚の重要性を示し
たと言える。	
	 さらに、研究代表者の本多俊彦は「前田利
常後見期の加賀藩知行宛行状について」（湯
山賢一編『古文書料紙論叢』勉誠出版、2017
年）において、近年は米粉を塡料とする紙で
あると定義づけられつつある奉書紙につい
て、加賀藩内では米粉を添加しないものを奉
書紙と呼んでいることを指摘した。これは、
紙種名ごとの紙質の定義が、地域や年代など
の違いによって異なっている可能性を示唆
したものであり、今後の料紙研究に一石を投
じるものである。これらの成果によって、今
後はこのような文書料紙研究を科学的に着
実に進めていくための基礎作業として、本研
究で行った朝廷や江戸幕府の御用紙漉師・柳
井家文書調査のような、素性の確かな未使用
古紙サンプルの調査・分析が必須となること
が確認できた。	
	 近年、研究協力者の富田正弘らによって、
中世文書料紙研究の成果が次々と報告され
ている。富田は「杉原紙系統の系譜―御教書
杉原から奉書紙へ―」（『和紙文化研究』第 23
号）において、中世の杉原紙が近世の奉書紙
へと繋がっていくことを明らかにした。また、
本多による加賀藩や福井藩、仙台藩などの知
行宛行状の整備過程の研究からも、中世的料
紙から近世的料紙への移行が確認できた。	
	
(4)	東アジア製紙技術や中近世中国・朝鮮の

古文書料紙からの影響の検討	
	 本研究では、中国・朝鮮半島・ベトナム・
琉球の文書における料紙調査において、我々
が日本の古文書料紙調査で実施している手
法が有効であることを確認した。一方で、こ
れらの国々は東アジア漢字文化圏に属しな
がら、料紙の材料となる植物繊維に植生など
に伴う地域的特徴を有する可能性も検出し
た。このほか、料紙に綾を用いたり、打紙や
漉き合わせ、料紙への装飾などの加工を施し

たりする例も看取される。今後、東アジア文
書の料紙調査が盛んになっていくであろう
が、その際に必要な調査上の留意点も確認す
ることができた。	
	 研究成果としては、富田「朝鮮国文書料紙
について―日本中世近世文書料紙との比較
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博物館所蔵資料の概要と基礎データ」（『東京
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